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休憩施設等の活用促進地域との連携 資料２

移動において「たまり」は
重要な要素

利用者は、基礎的な休憩機能
に加え、関連サービスや
地域サービスを欲している

地域との連携
（ゲートウェイ）

■移動前に入手する情報
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■休憩で利用したい施設
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4.0%
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駐車場
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ディスプレイモニタ

リクエスト端末

公共交通

レンタサイクル
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EV充電設備
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＜休憩拠点のイメージ＞
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出典）国土交通省調べ

N=4,140

道路情報

地域情報

観光案内所

Wi-Fi

乗り換え施設

シャワー等

出典）国土交通省調べ

N=4,140



これまでの取り組み

一般道（郊外部）

乏しい選択肢

中山間地域内
870駅（78.6％)

中山間地域外
237駅（21.4％)

約８割

・24時間、無料で利用できる駐車場・トイレ
・道路情報、地域の観光情報、緊急医療
情報などを提供
・文化教養施設、観光レクリエーション
施設などの地域振興施設

○「道の駅」の展開
■「道の駅」の機能 ■「道の駅」設置地域の状況

○地域との連携強化

「道の駅」が活力を呼び

雇用を創出、

地域の好循環へ
地域の産業振興

地域福祉の向上

高度な防災機能

地域の元気を創る

地域センター型

地方特産品のブランド化、６次産業化 等

診療所、役場機能、高齢者住宅 等

広域支援の後方支援拠点、防災教育 等

インバウンド観光の促進

地域の観光総合窓口機能

地方移住等の促進

地域外から活力を呼ぶ

ゲートウェイ型

外国人案内所、免税店、無料公衆無線LAN、

地域全体の観光案内、宿泊予約窓口 等

地方移住のワンストップ窓口
ふるさと納税の情報提供 等

海外対応ATM 等

■重点「道の駅」に想定される機能

豊富な休憩サービス

コンビニ、レストラン
ガソリンスタンド 等

市街地

乏しい休憩サービス

郊外部

これまで休憩施設へのアクセスが制約のある高速道路や一般道の郊外部を中心に取り組みが進展

ＳＡ・ＰＡ

Ｈ26年度：ゲートウェイ型と地域センター型に機能を大別し、
全国モデル「道の駅」（６駅）、重点「道の駅」（３５駅）を選定

Ｈ27年度：地方創生に資する地産地消の促進、小さな拠点の形成等を目指した
重点「道の駅」（３８駅）を選定

Ｈ28年度：住民サービスをテーマに特定テーマ型モデル「道の駅」（６駅）を選定

閉鎖的な空間

○計画的なSA・PAの配置

○サービスの充実

○地域とのつながり強化
■地元学生等による演奏
披露の場としての活用

■観光コンシェルジュ ■ドッグラン

■SA・PA（866箇所）高速道路会社管理

２新東名高速 浜松ＳＡ 道央道 有珠山ＳＡ等

■地域食材を活かした
メニュー開発コンテスト

う す ざ ん

東名高速 海老名ＳＡ

新東名高速 岡崎ＳＡ

高速道路

山陽道 三木ＳＡ
み き

N=1,107

出典）国土交通省調べ



特定テーマ型モデル「道の駅」

平成28年度は、公共の福祉増進を目的とした地域住民へのサービス向上に資する“住民サービス”が特定テーマ

次年度以降も特定テーマを設定し、質的向上の模範となるモデル「道の駅」の選定

りょうかみおんせん やくし

①両神温泉薬師の湯
（埼玉県小鹿野町）

高齢者を指導者とした体験交流

○バスターミナルを整備し、高齢者の移動手段確保
○高齢者の就業環境作りを目的とした体験交流

○温泉施設利用者への無料送迎サービス
○屋内運動場を活用した健康増進活動

シルバースポーツフェスティバル

②桜の郷荘川
（岐阜県高山市）

さくら さと しょうかわ

③美山ふれあい広場
（京都府南丹市）

○ 住民出資会社を設立し、日用品販売を継続
○ 行政窓口や診療所、郵便局等が集約

○ 高齢者のサークル活動やミニデイの実施

みやま

行政サービス（各種証明発行等）

今後想定される
特定テーマ

○モーダルコネクト

○防災
（地域の災害対応力の
向上等）

○地産地消
（地域の雇用創出や税収
の拡大等）

○観光
（周辺施設への観光客の
誘致等）

○移住・定住
（移住・定住者の増大等）

・

・ 等

④鯉が窪
（岡山県新見市）

⑤小豆島オリーブ公園
（香川県小豆島町）

しょうどしま

○行政窓口や診療所、認定こども園等が集約
○文化ホール等での地域コミュニティ活動

内科診療所

こい くぼ

○駅全体の収益を、福祉関連施設の運営に還元

○介護予防教室等の健康増進活動

介護予防教室

⑥酒谷
（宮崎県日南市）

さかたに

○駅の収益を住民自治活動に還元
○郷土料理・特産品加工の体験学習

特産品加工の体験教室

【参考】

３



高速道路と「道の駅」の連携

40 
45 

H17 H27

1,460

2,660

H19 H27

スマートＩＣ

○スマートICの設置により、高速道路と地域とのアクセス性
の向上を図り、地域の活性化に寄与

■小布施スマートICの例（長野県小布施町：平成18年10月供用）
○高速道路から市街地への所要時間が短縮

東京方面から10分短縮 （15分→5分）
上越方面から 5分短縮 （10分→5分）

○町は、来訪者のゲートウェイであるスマートICに近接する「道の駅」を拠点として
周遊シャトルバスを運航し、観光振興を推進

町内周遊シャトルバス
年間1.5万人が利用（H27年）

着実に増加
1.8倍

歴史が残る
小布施の町並み

道の駅オアシスおぶせ
（小布施ハイウェイオアシス）

小布施スマートＩＣ

：主な観光施設

人口1万人の町に1年で
100万人の観光客が来訪

万人
万人

台/日

台/日

市街地

出典）長野県小布施町提供データより作成

■道の駅「オアシスおぶせ」入込客数 ■小布施スマートIC利用台数

【参考】

４

高速道路の休憩施設

○休憩施設の空白地帯では、IC近傍の「道の駅」を高速道路
から案内し、休憩施設として活用

○ETC2.0搭載車を対象として、一時退出しても料金をそのまま
とする実験を全国３箇所で開始。全国で休憩施設の間隔が
概ね25km以上ある約100区間について、今後、半減すること
を目指す
■一時退出のイメージ

高速道路本線から案内

①一時退出③再進入

給油

休憩

食事・トイレ

高速道路

一般国道

道の駅一時退出した場合でも、高速を降りずに
利用した料金のまま

（ターミナルチャージ※1の再徴収をせず、
長距離逓減※2等も継続）

※1 利用1回当たりの料金
※2 一定距離以上を連続して利用した場合の料金割引措置

②道の駅等での休憩

赤ちゃんの授乳やおむつ替え
に使用出来るスペース
（道の駅 玉村宿）

周辺の高速道路含めた
道路情報の提供

（道の駅 ソレーネ周南）

■道の駅における高速道路利用者向けの提供サービス

コンシェルジュによる案内

ETC2.0搭載車

運転の疲れを癒やす足湯
（道の駅 もっくる新城）



○訪日外国人旅行者は急激に増加。平成28年は、
約2,404万人を達成

インバウンド観光への対応

訪日外国人旅行者の動向

622 
836 

1,036 
1,341 

1,974 

2,404 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

Ｈ23年 Ｈ24年 Ｈ25年 Ｈ26年 Ｈ27年 Ｈ28年

■訪日外国人旅行者の推移

■平成28年 訪日外国人旅行者の国別割合

中国 26.5%

韓国 21.2%

台湾 17.3%

香港 7.7%

米国 5.2%

タイ 3.7%

オーストラリア 1.9%

マレーシア 1.6%

シンガポール 1.5%
フィリピン 1.4%
英国1.2%

カナダ 1.1%

インドネシア 1.1%
フランス 1.1%

ベトナム 1.0%
ドイツ 0.8%
インド 0.5% イタリア 0.5% スペイン 0.4% ロシア 0.2% その他 4.1%

〇訪日外国人旅行者は、様々な国より訪れている。

出典）観光庁（Ｈ28年は速報値）

（万人）

出典）観光庁（H28年は速報値）
データより、割合を算出

外国人旅行者への対応

○「道の駅」や高速道路SA・PAの休憩施設では、JNTO認定
外国人観光案内所・免税店の設置等、インバウンド観光
へ順次対応

■JNTO認定外国人観光案内所 ■免税店

「道の駅」：80駅
ＳＡ・ＰＡ：150箇所

「道の駅」：27駅
ＳＡ・ＰＡ：45箇所

■無料公衆無線LAN（Wi-Fi）

Ｈ28年
2,404万人

「道の駅」SPOT（Wi-Fi)シンボルマーク

各高速道路会社Wi-Fiシンボルマーク

【参考】

「道の駅」阿蘇 中央道 EXPASA談合坂（下り）

■外国人旅行者向けハンドブック

北海道ドライブまるわかり
ハンドブック表紙

（上記は英語版、その他、簡体中文、
繁体中文、ハングル版も作成）

エリア別観光案内
ページの例

（NEXCO3社） （NEXCO3社）
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休憩施設等の充実と活用（素案）

［現状］

多
様
な
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

［休憩施設等の充実に向けた取組（案）］

①基礎機能の充実
トイレ

より快適な休憩サービスを提供する トイレ等の品質向上

駐車場

より確実に休憩スペースを提供する 駐車場容量の運用改善

利用者の周遊を促す 的確な情報提供

情報提供

②地域拠点形成への支援
交通拠点

自動運転技術等の活用による 交通拠点機能の強化

防災拠点

地域防災計画と連携した 災害時支援体制の強化

住民へ行政サービス等を提供する 行政窓口や診療所等の集約

地域拠点

観光拠点

多様なニーズに応える 外国人旅行者対応や宿泊施設の配置

③地域の工夫への支援

相互に価値を高め合う 「道の駅」間や「日本風景街道」等との連携強化

地域振興

６

基
礎
機
能

主
な
関
連
機
能

■「道の駅」の機能

トイレ※１

情報提供※２

交通拠点機能

防災拠点

Wi-Fi

観光案内所

EV充電機

あり46％ なし54％

位置付けあり39％ 位置付けなし61％

あり66％ なし34％

あり73％ なし27％

あり54％ なし46％

不具合あり9％不具合なし91％

端末故障あり16％端末故障なし84％

「道の駅」おばあちゃん市・山岡（岐阜県恵那市）

■高速道路SA・PA（有人施設）

基
礎
機
能

主
な
関
連
機
能

トイレ

情報提供

Wi-Fi

観光案内

EV充電機

不具合なし100％

不具合なし100％

あり81％ なし19％

あり99％ なし1％

あり57％ なし43％

あり73％ なし27％

駐車場 ■駐車場の混雑状況

救援物資の
備蓄

※１：不具合調査実施のN=1072駅
※２：情報端末装置配置済のN=704駅

出典）国土交通省調べ

出典）高速道路会社調べ（NEXCO3社）

（N=1107）

（N=559）



0 20 40 60 80

暗い

異臭がする

汚い

混雑している

24時間利用不可

休憩機能（トイレ・駐車場）の質的向上 ①基礎機能の充実

〇駐車場の大型マスが不足し、長距離ドライバーの休憩
を阻害

〇一般と大型車のマスの割振りの見直しや、大型車マス
の予約制の導入により、適正かつ確実な休憩を実現

トラックと観光バスが混在 駐車マス以外の場所に駐車

休憩施設

休憩施設

【見直し前】

【見直し後】

休憩施設

■小型車 駐車マス ■大型車 駐車マス

大型車 駐車マス
（予約制）

○トイレが汚い、異臭がする等の質的
向上が必要な「道の駅」が存在

■「道の駅」の駐車場の利用状況

■駐車場マスの見直し、大型車マス予約制の導入イメージ

【予約マスのイメージ】

■調査結果（調査期間：H28.4月末～H28.5月）
単位：駅

出典）国土交通省調べ

「道の駅」等の駐車場の利用状況「道の駅」のトイレの状況
○新東名高速道路では日本トイレ
大賞「国土交通大臣賞」受賞

（NEOPASA清水）

７

駐車マスの見直し、運用改善

0（0%）

10（0.9%）

22（2.1%）

38（3.5%）

59（5.5%）

N=1072駅

（参考）
・６％の「道の駅」では女子トイレが洋式化されていない
・また、約５割の「道の駅」はトイレの清掃回数が１日１回以下

出典）国土交通省調べ

「道の駅」のトイレの改善

○トイレの改善に関するチェックポイント（指針）を作成し、
効率的な改善を支援

■トイレ清掃回数■トイレ洋式化率（女子トイレ）

N=828N=861

N=427

N=243

N=158洋式無
N=52

６％

洋式化率
1%～50%

N=394

４６％

洋式化率
51%～100%

N=415

４８％

1日1回以下
N=427

５２％
1日2回
N=243

２９％

1日3回以上
N=158

１９％

約５割



■観光客が観光地周辺で入手したい情報

〇観光客は「道の駅」で入手した情報を基に旅程を決定

的確な情報提供利用者の周遊を促す

〇観光客は地域情報や渋滞・駐車場情報を求めている

○周辺観光資源の魅力のみならず、周遊に要する時間
や経路を提供することで、旅程づくりを支援

「道の駅」で入手した情報の活用状況

観光客が求める情報

地域交流（観光周遊）を促す情報提供

19.7%

50.8%

62.7%

0% 20% 40% 60% 80%

当初の旅程の見直し

目的地までの時間調整

目的地までの

立ち寄り箇所の選定

34.1%

36.4%

40.9%

43.2%

48.8%

0% 20% 40% 60%

駐車場情報

休憩所・トイレ

渋滞情報

観光施設

飲食店・特産物

■富士山周辺における取組

○「道の駅」で周辺の高速道路等の道路交通情報（渋滞、
規制情報）などを提供

出典）国土交通省調べ

N=1,258

N=4,140

■観光客が「道の駅」で入手した情報の使い道

出典）国土交通省調べ

①基礎機能の充実

■「道の駅」北川はゆま（宮崎県延岡市）の事例

東九州自動車道
北川IC

「道の駅」北川はゆま

【位置図】 【道の駅全景】 【高速道路交通情報の提供状況】

（JARTICの渋滞等情報を利用）

８



交通拠点機能強化自動運転技術等の活用による

地域の交通事情 交通拠点機能の強化

○自動運転等の高度な技術を活用するなど、交通拠点機能を強化○少子高齢化の進展等を背景に、地域の公共交通機関
の輸送人員は減少傾向

「道の駅」の交通拠点機能

1.00 
0.96 

0.94 0.93 
0.92 

0.94 
0.91 0.91 0.92 

0.89 0.89 0.90 0.91 
0.93 

0.96 

0.91 
0.89 

0.86 
0.84 0.83 0.83 0.83 

0.79 0.78 
0.76 0.76 0.77 

0.70

0.80

0.90

1.00

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25
地域鉄道輸送人員の推移 乗合バスの輸送人員の推移（三大都市圏以外）

出典：平成27年版交通政策白書データより作成

○中山間地域の「道の駅」の約４割が交通拠点機能を確保

■地域鉄道、乗合バス輸送人員の推移（Ｈ12年度を100とした場合）

■中山間地域「道の駅」の交通拠点機能の状況

N=406
※１つの「道の駅」が複数の結節機能を有する場合があるため、
駅数と合計が一致しない。

②地域拠点形成への支援

■貨客混載の取組例（愛媛県内子町）

■自動運転サービスのイメージ

カメラで破線
を認識

中山間地域情報提供施設
自動運転車
制御センターの設置物産館

診療所

行政窓口

自動運転車
ステーションの整備

スマートフォン等での
呼び出しシステム

・超高齢化等が進行する中山間地域において、人流・物流を確保するため、
「道の駅」を拠点とした自動運転サービスを路車連携で社会実験・実装

【路車連携の例】
自動運転システムに、例えば路面に敷設する破線を
認識する光学ガイドシステム等を加えることにより、
線形の悪い中山間地の道路における安全性を強化

道の駅

・高齢化により、自ら出荷が困難な高齢者支援対策として、デマンドバスを活
用し、農産物集荷(貨客混載)を町内全域(１７路線)で運用

集荷した農産物を道の駅で販売

デマンドバスが旅客とともに農産物を集荷

あり
406駅

なし
464駅

N=870

【交通拠点機能の有無】

約４割

９出典）国土交通省調べ

325駅

105駅

101駅

69駅

67駅

7駅

【交通拠点機能の種別】

シェア・
レンタサイクル

タクシー
（デマンド以外）

シェア・
レンタカー

路線バス

デマンド交通

高速バス



災害時支援体制の強化地域防災計画と連携した

防災機能の状況

○ 「道の駅」の約４割は地方自治体の地域防災計画に

位置付けられ、災害時には支援基地等の機能を発現。

○「道の駅」の約２割が津波浸水区域等に位置しており、

防災拠点には適さない状況

○防災拠点には適さない「道の駅」を除く約１割が防災

拠点の位置付けなし。 自衛隊が支援基地を設置

（「道の駅」あそ望の郷くぎの）

緊急避難者対応 支援基地の設置

車中泊の状況

（「道の駅」竜北）

「道の駅」の相互連携

九州・沖縄「道の駅」ネットワーク
による支援物資

震災関係の情報発信

地域ＦＭによる情報発信

（「道の駅」小国）

N=1107

りゅうぼく ぼう さと

おぐに

地域防災計画と連携した災害時支援体制の強化

■熊本地震での主な対応の例

②地域拠点形成への支援

■「道の駅」の地域防災計画
への位置付け状況

地域防災計画への
位置付けあり
３９％

その他
１４％

周辺に
防災拠点
あり
３０％

地域防災
計画への
位置付け
なし
６１％ 津波浸水

区域等
１８％

約１割

約２割
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■高速道路ＳＡ・ＰＡでの主な対応の例

防災拠点としての活用 消防、救援活動拠点の整備

新東名静岡SAにおけるヘリポートの整備常磐道守谷SAにおける訓練の様子

訓練 訓練

■高速道路ＳＡ・ＰＡにおける救援
物資の備蓄状況（有人施設）

N=559

救援物資の
備蓄なし
２７％

救援物資の
備蓄あり
７３％

出典）国土交通省調べ 出典）高速道路会社調べ（NEXCO3社）



○外国人観光客は、日本人とは嗜好が異なり、行動も多様

多様なニーズに対応した拠点連携の強化

外国人観光客の宿泊嗜好

「道の駅」、SA・PAの宿泊施設

○「道の駅」やSA・PAの一部では、宿泊機能を有している。

■国別の観光客宿泊単価と平均泊数の状況

出典）旅行・観光消費動向調査(2015年1～12月期) より作成
訪日外国人消費動向調査（平成27年) （欧州：英国，ドイツ，フランス，イタリア，スペイン）

9,406 

6,975 

15,130 

0 5,000 10,000 15,000 20,000

米国人

欧州人

日本人

9.5 

12.7 

1.7 

0.0 5.0 10.0 15.0

米国人

欧州人

日本人

平均宿泊単価（円／泊） 平均泊数（泊）

日本人より
滞在は長い

日本人より
単価は低い

■「道の駅」の宿泊施設の設置状況

7%

2%

3%

88%
宿泊施設なし

宿泊施設

宿泊施設＋キャンプ場

キャンプ場

出典）国土交通省調べ

②地域拠点形成への支援

ニーズに対応した多様な拠点への対応

○地域による、病院・行政窓口等の拠点化や、外国人観光客等
の対応を、関係省庁等と連携し、支援

駐車場

宿泊機能

キャンピングカー
専用の駐車スペース

行政
窓口病院

休憩施設

■休憩施設を併設した拠点化のイメージ

「道の駅」の住民サービス拠点化

○「道の駅」内やその周辺には役場や病院が立地

【病院・診療所】 【役 場】

なし
約70％

道の駅
～500m
6％

道の駅
～1km
13％

道の駅
～300m
10％ 道の駅

～500m
8％

道の駅
～1km
16％

なし
約65％

道の駅内 ２％

道の駅
～300m
7％

N=870駅

※道の駅の1km圏内に複数の施設が有る場合、最寄り施設を集計

道の駅内3％

約30％

約35％

11
N=1107

■ＳＡ・ＰＡの宿泊施設の設置状況

出典）高速道路会社調べ（NEXCO3社）

・東北道 佐野SA（上）

・東北道 佐野SA（下）

・東名高速 足柄SA（上）

・名神高速 多賀SA（下）

・山陽道 宮島SA（上）

・関門橋 壇之浦PA（下）
山陽道 宮島SA（上）

全国で６箇所に設置

出典）国土交通省調べ

N=870駅



「道の駅」間の連携強化相互に価値を高め合う

「道の駅」の設置状況

〇「道の駅」を設置している市町村のうち
約７割が１駅のみの設置であり、周辺
の「道の駅」との連携により価値を高め
合う取組が希薄

■同一市町村内の「道の駅」設置状況

「道の駅」間の多様な連携

③地域の工夫への支援

〇共通のテーマを掲げた「道の駅」間の多様な連携により相互に価値を高め合う
取組の推進

三陸地域の「震災遺構」や「三陸ジオパーク」をテーマ
に各「道の駅」が連携し、役割分担しながら情報発信や
案内・誘導を行い、地域の観光促進に寄与する。

●道の駅「高田松原」
（重点道の駅）

三陸沿岸地域における津波
被害の事実・教訓などを実物・
実写で伝える震災伝承拠点。

●道の駅「たろう」
（重点道の駅）

三陸ジオパークや周辺の震
災遺構に関する詳細情報（周
遊ルートマップ、所要時間等）
を発信。

道の駅「高田松原」及び国営
追悼・記念施設（仮称）イメージ

道の駅「たろう」直近の震災遺構
（田老観光ホテル））

●道の駅「遠野風の丘」
（全国モデル道の駅）

震災伝承や沿岸地域被災
時の後方支援拠点として活動
した実情・教訓を情報発信。

◆震災遺構統一サインイメージ（検討中）

◆｢道の駅｣連携の役割分担の事例

ｹﾞｰﾄｳｪｲ及び「道の駅」連携のイメージ

道の駅「遠野風の丘」
自衛隊の後方支援基地として活躍

（三陸海岸の取組事例）

▲被災後のタピック45

12

■津波襲来当時、

道の駅「高田松原」の
タピック４５の屋上に
３名が避難し助かっ
た。

H28.10.30現在

１駅
７３％

２駅
１６％

３駅以上
１１％

出典）国土交通省調べ

約７割

N=７４３



日本風景街道等との連携の充実地域振興を支援する

日本風景街道のルート登録状況

〇日本風景街道の登録ルートは全国で
１３８（平成２９年１月現在）
○「道の駅」と連携した取り組みを行って
いる「日本風景街道」ルートは、全体の
約３割。

日本風景街道等との連携

■具体的な連携事例

「道の駅」を活用した収益により、草刈り等道路景観管理活動（燃料代、刈草やゴミ処分料等）を実施

道の駅での出店

自転車休憩所
のある
「道の駅」

道路景観管理に還元

風景街道の活動としてサイクリスト向けの施設を「道の駅」に設置

自転車休憩所
のロゴマーク

〇先行事例の収集、横展開により、道の駅（点）と日本風景街道（線）等の効果
的な連携を支援

③地域の工夫への支援

13



短期的な取組（～H29年度） 中長期的な取組（H30年度～）

基礎機能
の充実

トイレ等の品質向上

駐車場容量の運用改善

的確な情報提供

地域拠点形成
への支援

交通拠点機能の強化

災害時支援体制の強化

地域への工夫へ
の支援

「道の駅」間の連携強化

日本風景街道等との
連携の充実

今後の進め方（素案）

関係者調整
周辺観光地へのアクセス性分析

（閑散期、繁忙期の経路別到達時間等）

周遊プランの
策定

駐車マスの利用実態の把握
駐車マスの見直し、
予約社会実験等

予約の
運用

効果的な防災機能の整備検討好事例の収集と課題等の把握

効果的な連携支援好事例の収集と課題等の把握

トイレの改善チェックポイントの作成

自動運転技術実証実験

ビジネスモデル検討
・貨客混載、観光周遊 等

民間ベースでの自動
運転ビジネスの展開

新たな自動運転
技術実証実験

拡大

地域特性を活かした多様な
ビジネスモデルの検討

自動運転ビジネス
社会実験

社会
実装

地域・利用者ニーズの把握

効果的な連携支援好事例の収集と課題等の把握
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